
風
潮
窺
循
環
諮
寧
詭
の
一
分
類
 
 

小
川
房
 
太
 
郎
 
 

は
 
し
 
が
－
い
ち
 
 
 

近
時
動
態
経
済
の
研
究
並
に
其
れ
に
閥
聯
す
る
経
済
改
発
研
究
の
勃
興
し
来
れ
る
に
伴
ひ
、
景
気
循
環
の
現
象
を
解
剖
し
其
原
因
 
 

及
竣
見
せ
ん
と
す
る
著
作
は
種
々
と
硯
は
れ
、
欧
米
の
大
家
に
し
て
之
れ
を
給
ぜ
ざ
る
も
の
な
き
有
様
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
景
気
 
 

循
環
の
原
因
に
就
て
は
、
従
氷
の
思
悌
諭
、
に
示
さ
れ
た
る
諸
説
と
北
ハ
に
今
佃
粒
々
様
々
の
詮
が
あ
り
」
踵
叫
す
る
と
こ
ろ
が
何
れ
で
 
 

あ
る
か
人
を
し
て
惑
は
し
む
る
感
が
あ
る
。
 
 
 

従
っ
て
之
等
の
諸
詮
を
集
め
て
其
異
同
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
此
方
前
の
研
究
に
於
て
格
別
必
要
で
あ
る
。
此
宴
求
を
滅
す
も
の
 
 

と
し
て
米
甲
、
、
、
ネ
ソ
ク
大
挙
ハ
ン
セ
ン
教
授
の
近
著
義
気
循
環
論
f
英
領
建
及
び
現
状
」
は
十
讃
の
惜
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
此
 
 

番
は
要
す
る
に
、
裳
範
循
環
の
原
因
に
関
す
る
主
要
な
る
詮
を
綜
合
流
叫
し
、
錯
雑
せ
る
諸
詭
の
中
に
側
道
の
光
明
を
輿
へ
ん
と
し
 
 

た
も
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
意
見
に
依
れ
ぼ
、
山
免
租
封
宜
し
て
ゐ
る
諸
詮
の
間
に
も
意
外
躍
大
な
る
、
仙
致
が
存
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
 
 

恩
赦
循
環
帯
解
貌
の
一
分
類
 
 

軽
臍
研
究
 
彗
惑
弟
四
鶴
 
（
㌘
藍
蟹
榊
）
 
 

（
二
九
ニ
 
ー
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（
こ
九
二
）
 
こ
 
 

欝
三
等
 
廉
四
碑
 
 

今
立
に
浮
出
す
る
の
は
其
の
第
一
．
馨
で
あ
つ
て
、
景
気
循
環
諸
塾
詮
の
綜
合
的
分
郡
を
絆
み
た
も
の
で
あ
る
。
（
文
中
〔
 
〕
は
線
番
の
 
 

挿
入
せ
し
も
の
）
 
 

≧
く
i
コ
H
●
〓
a
コ
S
川
コ
ー
B
u
s
i
コ
e
S
S
｛
y
c
訂
↓
h
e
O
r
y
●
芽
ロ
e
く
2
－
O
P
ゴ
2
コ
t
 
a
n
d
P
r
e
s
e
コ
t
S
t
已
u
s
こ
U
N
叫
一
 
 

二
 
 

著
者
の
意
見
で
は
、
景
気
循
環
詔
畢
詮
に
就
て
山
つ
の
分
類
を
作
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
、
其
の
理
論
家
達
 
 

を
分
類
す
る
こ
と
は
大
醍
に
於
て
危
険
で
あ
る
。
各
の
論
者
が
月
山
つ
の
部
類
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
様
な
、
緒
論
者
に
就
て
の
 
 

厳
格
な
る
分
類
は
、
何
れ
の
論
者
も
其
見
解
が
叫
寵
的
或
は
二
方
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
賛
上
、
景
気
循
環
に
就
 

て
只
叫
つ
の
山
元
的
な
る
証
明
を
伽
（
へ
る
論
者
は
少
い
の
で
あ
る
。
景
気
循
環
は
一
つ
の
複
雑
な
る
現
象
で
あ
つ
て
、
其
の
∵
万
的
 
 

な
る
詮
明
は
誤
り
で
あ
り
或
は
少
く
と
も
偏
頗
で
あ
り
不
完
全
で
あ
る
寄
は
演
繹
的
に
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
 
 

此
事
は
事
瞥
上
此
問
題
を
諭
ぜ
る
者
が
大
抵
充
分
に
承
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
諸
塾
詮
は
多
く
の
場
合
に
於
て
相
互
に
排
他
的
で
 
 

は
な
い
、
従
っ
て
又
同
州
の
論
者
が
、
幾
つ
も
の
補
足
的
且
つ
相
互
に
助
力
し
て
ゐ
る
諸
拳
静
の
詮
明
着
で
あ
る
と
見
え
て
は
な
ら
 
 

ぬ
、
と
い
ふ
本
氷
の
理
由
は
少
し
も
な
い
。
従
っ
て
私
は
以
下
の
分
類
に
於
て
同
叫
の
名
を
二
つ
或
は
其
以
上
の
項
目
の
下
に
置
く
 
 

層
に
躊
躇
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
共
故
に
何
れ
の
群
論
家
の
部
顆
で
も
其
他
の
も
の
に
関
係
な
く
考
へ
る
こ
と
は
誤
解
を
生
す
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
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∴
仮
令
、
厳
格
〔
な
る
分
斯
〕
に
勤
し
て
か
1
る
用
心
を
し
て
も
、
分
類
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
著
者
は
充
分
承
知
し
て
ゐ
る
。
同
じ
 
 

部
類
の
中
に
置
か
れ
て
ゐ
る
論
者
の
閉
に
も
屡
々
著
し
い
相
違
が
あ
る
ー
共
和
違
は
原
著
作
者
そ
の
も
の
旦
革
む
こ
と
に
伐
て
の
 
 

み
充
分
に
朝
敵
し
得
ら
れ
る
。
 
 
 

然
し
寄
寛
上
、
或
る
論
者
が
此
の
部
類
に
厳
し
て
ゐ
る
か
或
は
他
の
部
類
に
威
し
て
ゐ
る
か
ど
う
か
を
、
吾
人
は
余
り
頓
着
し
て
 
 

ゐ
な
い
。
吾
人
は
只
論
議
せ
ら
れ
て
ゐ
る
箪
詮
の
展
開
に
允
づ
さ
は
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
或
る
嬰
詭
を
展
開
す
る
に
雷
っ
て
 
 

時
々
常
該
部
類
の
中
に
辛
う
じ
て
分
類
さ
れ
得
る
諸
論
者
を
入
れ
て
あ
る
、
そ
れ
埠
罫
に
彼
等
が
其
塾
詭
妄
了
解
す
る
に
助
け
と
な
 
 

る
様
な
こ
4
を
何
か
述
べ
て
ゐ
る
が
た
め
で
あ
る
。
 
 

〓
 
 

景
気
循
環
が
、
近
せ
の
二
望
琴
－
－
技
術
的
諸
條
件
と
法
律
的
諸
制
度
と
を
揮
へ
る
近
せ
の
経
済
制
度
の
劇
産
物
－
で
あ
る
こ
 
 

と
は
充
分
承
認
さ
れ
た
平
凡
な
る
こ
聖
賢
で
あ
る
。
景
気
循
環
は
現
存
の
経
済
赦
合
の
構
造
・
細
野
諸
機
能
・
及
び
諸
過
程
を
考
慮
 
 

せ
す
し
て
は
理
解
す
る
こ
と
は
明
か
に
出
来
な
い
。
景
気
循
環
は
、
生
産
の
技
術
的
甜
過
粗
並
び
に
法
律
的
経
済
的
諸
制
度
－
－
そ
 
 

れ
に
伐
て
諸
財
貨
が
交
換
せ
ら
れ
、
協
力
せ
る
諸
稜
の
階
級
に
分
配
せ
ら
れ
る
～
と
、
そ
れ
等
の
人
為
の
制
度
的
な
る
諸
刺
職
並
 
 

び
に
外
界
の
物
質
的
世
界
自
ら
が
掟
供
し
た
る
諸
刺
戟
に
封
す
る
人
間
の
感
應
と
、
の
中
た
固
く
根
底
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 
 

景
嵐
綺
墳
帝
嬰
設
り
一
分
類
 
 

（
二
九
三
）
 
 
三
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弗
三
懸
 
弗
四
兢
．
 
 

（
こ
九
四
）
 
四
 
 
 

条
気
循
環
諸
箪
故
に
は
、
小
部
類
及
び
細
部
類
を
持
つ
と
こ
ろ
の
三
つ
の
贋
い
種
類
が
あ
る
。
第
一
に
、
景
気
循
環
は
資
本
家
的
 
 

経
済
の
一
機
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
緒
論
者
が
あ
る
。
此
部
類
は
更
に
亦
二
つ
の
主
要
な
る
箪
沢
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
兜
づ
資
本
家
 
 

的
経
臍
を
分
配
の
立
場
よ
り
観
察
し
て
、
法
律
的
・
経
済
的
諸
制
度
が
支
配
的
で
あ
り
、
所
得
分
配
の
不
調
整
が
生
産
と
消
費
と
の
 
 

均
衡
を
狂
は
せ
て
生
産
高
の
攣
勤
を
生
ぜ
し
め
る
原
動
力
で
あ
る
と
信
す
る
老
が
あ
る
。
現
存
の
法
律
的
・
経
済
的
諸
制
度
の
下
に
 
 

遅
捧
し
て
ゐ
る
資
本
家
的
経
臍
は
新
得
分
配
上
の
著
し
き
不
平
等
を
生
ぜ
し
め
る
。
か
ゝ
る
所
得
の
集
中
か
ら
し
て
、
生
産
婆
臭
に
 
 

投
資
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
莫
大
の
財
産
を
蓄
積
す
る
傾
向
が
起
る
ひ
此
鮎
に
於
て
此
の
部
類
の
慧
胴
衣
達
は
、
資
本
家
的
経
臍
の
 
 

技
術
的
特
徴
！
即
ち
近
世
の
機
械
的
生
産
方
法
が
迂
回
的
な
時
間
を
資
す
過
程
で
あ
る
と
い
ふ
寄
資
～
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
 
 

の
で
あ
る
。
生
産
者
財
 
－
 
即
ち
生
産
要
具
1
を
兜
づ
作
る
事
に
放
て
間
接
に
摘
発
者
財
が
作
ら
れ
る
。
従
つ
て
其
虚
に
消
費
と
 
 

生
産
、
褒
満
と
貯
蓄
と
の
適
督
な
る
銅
係
と
い
ふ
問
題
が
持
上
が
る
。
乍
然
此
の
部
類
の
嘩
論
家
達
は
治
療
と
生
産
と
の
不
調
塾
が
 
 

資
本
家
的
生
産
方
法
の
技
術
的
特
徴
か
ら
教
生
す
る
事
を
認
め
な
い
。
彼
等
は
寧
ろ
現
存
の
資
本
家
的
制
度
の
法
律
的
・
経
済
的
諸
 
 

制
度
－
そ
れ
に
依
て
生
産
物
が
或
る
方
法
に
伐
て
分
配
せ
ら
れ
や
－
1
の
中
に
其
の
不
調
整
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
分
配
過
程
の
 
 

中
か
ら
滑
費
不
足
及
過
大
貯
蓄
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
其
故
に
彼
等
の
考
で
は
、
生
産
物
及
び
所
得
の
欒
動
と
い
ふ
害
意
は
法
律
的
・
 
 

経
済
的
諸
制
度
を
欒
へ
て
然
し
資
本
家
的
経
済
む
技
術
的
基
隠
（
迂
回
的
・
撥
械
的
な
る
生
産
方
法
）
に
は
手
を
付
け
す
に
置
く
こ
と
 
 

に
軌
て
救
済
す
る
こ
と
が
出
来
る
っ
此
部
類
に
属
す
る
理
論
家
達
の
中
に
は
P
－
ザ
デ
ー
ル
、
マ
ル
サ
ス
、
シ
ス
モ
ン
デ
イ
、
マ
ル
 
 

ク
ス
、
ジ
ョ
ン
・
エ
・
ホ
ブ
ソ
ン
及
て
ブ
ー
ニ
ア
テ
ィ
ア
ン
が
居
る
。
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四
 
 
 

第
二
沢
の
群
論
豪
速
は
、
景
気
循
環
が
等
し
く
啓
本
家
的
経
臍
の
心
機
能
で
あ
る
と
主
張
し
、
近
せ
の
粧
開
削
度
の
技
術
的
特
徴
 
 

に
共
注
意
を
集
中
す
る
。
捉
つ
て
彼
等
は
景
気
循
瑳
が
除
去
せ
ら
れ
得
る
と
い
ふ
程
迄
楽
観
的
で
は
な
い
。
徽
等
は
兎
に
角
大
部
分
 
 

近
せ
の
生
産
過
程
が
特
に
、
篭
明
・
新
想
見
・
新
資
琴
改
善
さ
れ
た
る
方
準
増
加
し
っ
ゝ
あ
る
資
本
蓄
痍
及
び
増
加
し
っ
ゝ
あ
る
人
 
 

口
の
如
き
動
的
諸
勢
力
の
支
配
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
景
気
循
環
は
該
過
程
の
性
質
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
叫
結
英
で
あ
る
と
 
 

主
張
す
る
。
景
気
循
環
は
資
本
家
的
或
は
迂
回
的
生
産
方
法
を
用
ひ
て
居
る
離
昏
に
於
け
る
経
臍
的
進
歩
の
剛
械
舘
で
あ
る
と
主
張
 
 

せ
ら
れ
る
。
此
見
地
か
ら
し
て
景
気
循
環
は
近
世
赦
昏
の
技
術
的
基
礎
の
申
に
固
く
根
底
を
遣
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

此
の
部
類
の
理
論
家
達
が
注
意
を
促
す
の
は
資
本
家
的
粧
臍
の
迂
回
的
な
時
冊
を
費
消
す
る
過
程
で
あ
る
。
彼
等
に
取
っ
て
は
、
 
 

景
気
循
拐
は
要
具
財
 
－
 
生
産
す
る
に
多
く
の
時
間
を
聾
し
、
厳
に
亦
艮
時
問
に
宜
つ
て
（
消
費
者
財
作
出
の
過
粗
に
於
て
）
機
能
を
 
 

営
む
と
こ
ろ
の
諸
々
の
撥
械
。
工
琴
鋳
造
。
舵
舶
及
び
其
他
空
軍
僻
ト
1
の
生
産
高
の
奨
励
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
め
で
あ
る
。
時
間
 
 

的
要
素
と
か
資
本
家
的
経
済
の
特
徴
た
る
迂
回
的
生
産
方
法
と
か
更
に
叉
、
そ
れ
に
従
っ
て
起
る
と
こ
ろ
の
諸
々
の
不
確
か
な
こ
と
 
 

や
偶
然
の
串
及
び
判
断
の
侠
謬
の
如
き
も
の
か
ら
し
て
、
〔
次
の
様
な
種
々
の
不
納
峯
即
ち
〕
滑
費
者
財
の
購
買
に
比
較
し
て
生
産
者
 
 

財
の
購
阿
見
に
充
て
ら
れ
た
る
金
的
民
所
得
の
割
合
の
不
調
峯
、
生
産
さ
れ
た
る
諸
要
具
の
分
最
及
び
其
の
購
買
・
違
捧
の
為
に
川
立
 
 

て
ら
れ
る
貯
蓄
の
分
最
の
不
調
竪
、
生
産
さ
れ
た
る
諸
嬰
典
の
介
意
と
其
れ
を
運
抽
す
る
為
に
用
立
て
ら
れ
る
補
足
的
語
弊
素
－
 
 

原
料
及
び
労
働
」
」
の
分
蛍
と
の
不
調
塾
、
近
世
の
制
度
止
於
て
党
づ
資
本
財
を
生
産
す
る
と
い
ふ
聞
按
的
過
程
に
伐
て
給
費
者
財
 
 

廃
鉱
彷
墳
誇
詳
説
の
】
分
娩
 
 

℡
】
九
弄
∀
 
五
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許
三
食
 
 
第
四
蚊
 
 

が
生
産
さ
れ
る
と
い
ふ
事
案
か
ら
生
す
る
不
調
整
、
が
起
つ
て
来
る
。
 
 

五
 
 

理
論
家
連
の
此
の
部
類
は
更
に
亦
二
つ
の
細
小
部
類
を
含
ん
で
ゐ
る
、
即
ち
（
こ
は
竣
明
・
蔑
見
・
及
び
技
術
的
改
艮
が
経
済
的
均
 
 

術
を
破
壊
す
る
衝
動
力
で
あ
る
と
見
る
人
て
そ
し
て
（
二
）
は
消
費
者
需
嬰
の
攣
化
を
衝
動
力
と
見
る
人
々
で
あ
る
。
 
 
 

後
に
明
か
で
あ
る
如
く
マ
ル
ク
ス
、
ツ
ー
ガ
ン
‥
・
パ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
ス
ピ
ー
ト
ホ
ツ
フ
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
、
カ
ツ
セ
ル
、
ロ
 
 

バ
ー
ト
リ
ン
、
ア
ダ
ム
ス
、
及
び
其
の
他
の
者
が
絹
者
に
曝
し
て
ゐ
る
。
（
下
文
節
初
茸
を
見
よ
）
後
者
に
は
就
中
ア
フ
タ
リ
オ
ン
ピ
 
 

グ
ー
、
カ
ー
バ
ー
、
ゼ
・
エ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
及
び
ピ
ッ
カ
ー
グ
イ
ク
が
屈
し
て
ゐ
る
。
 
 

六
 
 

吾
人
の
第
二
の
童
画
妄
る
匪
分
は
、
景
気
術
環
が
競
辞
的
交
換
経
済
の
叫
機
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
諸
革
詭
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
 
 

か
1
る
躍
臍
に
於
て
は
販
路
が
時
間
に
於
て
も
蛋
聞
に
於
て
も
遠
く
陥
っ
て
ゐ
る
。
販
路
が
速
く
陥
っ
て
居
れ
ば
居
る
程
、
分
薬
及
 
 

び
産
米
の
専
門
化
は
ご
鱒
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
は
投
機
と
諸
々
の
危
険
と
が
充
ち
て
居
る
不
確
か
な
動
播
不
定
の
販
路
で
あ
る
。
か
 
 

1
る
経
済
ノ
に
於
て
は
葦
業
家
連
は
購
爽
の
結
英
の
預
想
を
根
城
と
し
て
生
琴
借
金
療
働
の
屁
呼
原
料
及
び
設
備
の
買
入
を
行
ふ
。
 
 

勘
定
違
ひ
は
生
す
る
、
薫
種
約
と
な
り
勝
ち
の
判
断
の
諦
観
謬
は
必
ず
起
る
。
且
つ
叉
、
そ
れ
ら
の
寄
は
、
近
世
の
個
人
主
義
的
交
 
 
 

｛
二
九
六
）
 
 
六
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七
 
 

最
後
に
景
気
毎
珪
は
貨
幣
経
済
の
町
税
能
で
あ
る
と
い
ふ
軍
紀
が
あ
る
。
此
の
部
斯
に
取
っ
て
第
二
け
豊
嬰
婁
な
る
こ
と
は
、
生
産
 
 

の
技
術
的
諸
過
程
・
分
配
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
法
律
的
・
経
済
的
摺
制
度
・
偶
人
的
な
る
交
換
経
済
及
び
苗
場
緒
過
紐
が
、
貨
幣
及
 
 

信
用
の
機
構
を
通
し
て
極
能
む
螢
む
と
い
ふ
軍
葦
で
あ
る
。
そ
し
て
此
機
構
の
働
き
の
中
に
吾
人
は
得
環
的
攣
勤
現
象
に
関
す
る
光
 
 

明
を
求
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
近
せ
の
経
済
に
於
て
は
琴
婁
と
供
給
と
は
貨
幣
的
測
定
単
位
に
伐
て
硯
は
さ
れ
る
。
物
偶
の
欒
勤
は
 
 

生
産
過
程
及
▼
び
消
費
自
濃
の
叫
結
果
で
は
な
く
、
寧
ろ
諸
財
貨
及
勤
労
に
勤
し
て
貨
幣
及
び
信
用
を
提
供
す
る
こ
と
の
仙
結
英
で
あ
 
 

る
。
か
く
て
景
気
毎
環
の
山
つ
の
説
明
は
〔
次
の
如
き
も
の
の
中
に
、
即
ち
〕
物
偶
の
欒
動
の
申
に
へ
利
潤
寧
割
引
歩
今
銀
行
の
準
 
 

備
今
生
産
者
及
び
消
費
者
の
現
金
璃
高
。
貸
付
及
び
銀
行
信
用
の
諸
関
係
の
申
に
、
費
用
が
安
倍
に
追
越
さ
れ
る
事
の
中
に
、
利
潤
 
 

換
経
済
に
於
て
競
軍
が
非
常
に
支
配
を
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て
狗
更
地
く
な
る
。
だ
か
ら
し
て
各
商
店
は
他
人
が
同
じ
商
賓
で
や
 
 

っ
て
ゐ
る
事
柄
を
知
ら
ず
に
行
動
し
て
ゐ
る
わ
け
や
あ
る
。
更
に
亦
、
近
せ
の
交
換
経
臍
に
免
れ
な
い
極
端
な
る
分
業
及
び
専
門
化
 
 

は
、
生
蹄
者
の
各
集
困
を
し
て
、
二
軍
路
の
馬
佗
、
生
産
の
連
鎖
申
の
次
の
薬
困
に
依
存
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
生
産
者
 
 

間
の
高
度
の
相
互
依
存
が
生
じ
、
そ
れ
が
為
に
叫
つ
の
基
因
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
何
等
か
の
事
態
は
他
の
詔
袋
圃
に
封
し
て
累
兢
 
 

的
影
轡
む
奥
へ
る
。
此
の
郡
斬
に
恩
す
る
と
こ
ろ
の
経
臍
単
著
の
中
に
は
ベ
ヴ
ュ
サ
ツ
ヂ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ピ
グ
ー
、
タ
ウ
シ
ツ
グ
 
 

ミ
ツ
チ
エ
ル
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
、
ア
叩
′
ン
・
ヤ
ン
グ
、
フ
ラ
ン
ク
、
キ
ン
グ
及
び
ラ
ブ
イ
ン
グ
ト
ン
の
名
を
撃
げ
る
事
が
出
来
る
。
 
 

層
嵐
循
螢
誇
攣
訊
¢
山
分
類
 
 

（
二
九
七
）
 
 
七
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r 賠 ㍗  

限
界
の
中
に
、
経
常
所
得
．
の
資
本
化
に
射
す
る
割
合
の
中
に
、
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
 
 

此
部
類
に
屈
す
る
論
者
の
申
に
、
チ
ダ
ラ
ー
、
ジ
ヂ
ウ
イ
ツ
ク
、
ギ
ツ
フ
エ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ウ
イ
ク
ゼ
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
 
 

ホ
ー
ト
レ
ー
、
ア
リ
ン
・
ヤ
ン
グ
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
、
レ
ス
キ
ふ
ー
ル
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
ピ
グ
ー
、
レ
プ
ケ
、
及
び
ハ
ー
ン
の
名
を
撃
 
 

げ
る
事
が
出
来
る
。
 
 八

 
 

其
見
解
に
於
て
若
干
の
論
者
は
叫
方
的
で
あ
り
他
の
緒
論
者
は
折
衷
的
で
あ
る
。
前
者
の
部
獅
の
中
で
、
大
抵
の
論
者
は
、
景
気
 
 

術
環
が
経
酒
組
細
の
只
一
つ
の
特
徴
に
依
て
根
本
的
忙
條
件
付
け
ら
れ
或
は
惹
起
さ
れ
る
と
共
に
、
椅
、
他
の
特
有
の
諸
制
度
が
媒
 
 

介
物
の
用
を
な
し
、
そ
の
媒
介
物
を
通
し
て
故
初
の
刺
戦
が
倍
達
さ
れ
、
叉
そ
う
で
な
け
れ
ぽ
政
和
の
退
勤
を
阻
め
、
そ
し
て
弧
烈
 
 

な
ら
し
め
る
上
れ
ふ
見
解
を
探
つ
て
ゐ
る
。
「
資
本
家
的
生
産
派
及
び
交
換
経
臍
派
」
埠
属
す
る
多
く
の
論
者
は
、
長
泉
循
環
に
封
す
 
 

革
質
幣
経
潜
の
影
響
に
就
て
此
の
見
解
を
探
る
。
彼
等
は
景
気
循
環
の
諸
原
因
が
貨
幣
経
済
の
申
に
見
出
さ
れ
得
る
と
い
ふ
こ
と
を
 
 

認
め
な
い
。
然
し
貨
幣
鮭
臍
が
、
他
の
諸
力
に
伐
て
捜
さ
れ
た
る
諸
道
動
を
強
烈
な
ら
し
め
る
と
と
ろ
の
、
仙
つ
の
條
件
づ
け
る
要
 
 

素
で
あ
る
か
、
包
そ
う
で
な
け
れ
ぼ
叫
つ
の
強
め
る
嬰
警
あ
る
革
む
認
あ
る
こ
と
に
豊
（
存
を
持
た
な
い
。
㌢
れ
ら
の
論
者
は
 
 

景
範
頼
環
が
、
貸
簡
控
臍
に
固
有
の
諸
力
に
伐
て
は
惹
起
さ
れ
す
し
て
寧
ろ
景
気
循
環
の
形
及
び
列
壷
が
貨
幣
緒
制
度
－
」
そ
れ
を
 
 

通
じ
て
近
せ
の
粧
臍
制
度
が
働
い
て
ゐ
る
ー
1
に
依
て
探
く
影
響
さ
れ
る
と
信
す
る
。
其
の
見
解
に
於
て
完
全
竺
方
的
な
る
論
者
 
 
 

弟
三
食
 
 
第
四
挽
 
 

（
二
九
人
）
 
 
八
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は
仮
令
有
っ
て
も
少
い
の
で
あ
る
。
景
気
循
環
に
朗
す
る
限
り
、
何
等
か
の
他
の
要
素
（
固
守
し
て
ゐ
る
要
素
以
外
の
）
が
何
等
か
の
 
 

結
果
を
持
つ
こ
と
を
認
め
な
い
者
は
少
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
註
こ
 
守
写
u
r
S
p
致
h
O
f
f
㌔
K
r
i
s
e
コ
｝
｝
H
a
コ
d
w
O
－
叶
e
－
b
宍
h
計
r
S
t
a
a
訪
w
i
s
s
e
コ
S
C
h
a
f
t
e
コ
（
芯
N
ご
ー
≦
、
P
P
・
芯
・
ざ
0
0
ナ
∞
N
参
照
 
 

多
く
の
論
者
は
共
見
解
に
於
て
折
衷
的
又
は
多
元
的
で
あ
る
。
彼
等
は
原
因
と
な
る
甜
安
来
を
近
世
の
制
度
の
幾
つ
も
の
特
性
に
 
 

求
め
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
。
彼
等
は
叫
定
の
諸
特
性
の
み
が
濁
り
支
配
的
で
あ
つ
て
、
他
の
諸
特
性
は
英
文
配
的
特
性
の
影
響
 
 

を
畢
に
節
足
し
、
加
勢
し
或
は
欒
史
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
な
い
。
原
因
と
な
る
評
力
は
仙
元
的
で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
多
元
的
 
 
 

或
は
少
く
と
も
二
元
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

尭
 
 

問
題
と
な
れ
る
特
性
が
若
し
存
在
せ
な
い
な
ら
ば
景
気
循
環
は
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
問
題
を
聞
ふ
事
に
よ
っ
て
、
∵
万
 
 

的
論
者
と
多
元
的
論
者
と
は
区
別
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
貨
簡
経
済
が
威
除
さ
れ
た
な
ら
ば
、
景
気
循
環
は
消
滅
す
る
で
あ
 
 

ら
う
と
信
す
る
論
者
達
は
其
見
解
た
於
て
明
か
に
∵
万
的
或
は
叫
兎
的
で
あ
る
。
各
種
の
涯
に
屈
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
比
絞
的
叫
方
 
 

的
な
論
者
の
例
は
「
資
本
家
的
分
配
派
」
の
ホ
プ
リ
ン
、
「
資
本
家
的
生
産
派
」
の
第
叫
の
小
部
類
の
ス
ピ
ー
ト
ホ
ツ
フ
、
同
派
の
第
二
 
 

の
小
部
類
の
ア
フ
タ
リ
オ
ン
、
「
交
換
経
済
紙
」
の
ペ
グ
エ
リ
ツ
ジ
及
び
「
貨
簡
総
柄
派
」
の
ホ
ー
J
－
「
一
レ
ー
で
あ
る
。
 
 
 

二
元
的
並
び
に
多
元
的
論
者
の
例
は
「
交
換
紋
所
波
及
び
貸
簡
経
消
滅
」
に
屈
す
る
レ
ス
キ
ふ
ー
ル
、
「
資
本
家
的
生
産
波
及
び
貨
幣
 
 

景
嵐
循
輩
諦
嬰
況
の
】
分
甑
 
 

（
二
九
九
）
 
九
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J  

弟
三
食
 
第
四
坊
 
 

（
三
〇
〇
）
一
〇
 
 

経
済
派
」
に
屈
す
る
カ
ツ
セ
ル
、
「
資
本
家
的
生
成
波
及
び
交
換
経
潜
流
」
に
廃
す
る
ゼ
主
ム
・
ク
ラ
ー
ク
T
資
本
家
約
分
配
派
及
び
 
 

資
本
家
的
生
産
涯
」
に
屈
す
る
マ
ル
ク
ス
、
簸
後
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
ク
ウ
シ
ツ
グ
、
ア
リ
ン
・
ヤ
ン
グ
並
に
ピ
グ
ー
の
 
 

如
く
贋
く
折
衷
的
で
あ
つ
て
「
資
本
家
的
生
産
浜
」
、
「
交
換
経
済
波
」
及
び
「
貨
幣
経
由
振
」
に
伐
て
力
詮
せ
ら
れ
た
る
諸
要
素
に
重
き
 
 

を
置
く
人
々
で
あ
る
。
多
く
の
他
の
論
者
も
撃
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
以
上
の
者
は
賛
例
と
な
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

■
㌧
…
世
 
 

そ
れ
ら
警
の
沃
は
次
の
瓦
章
に
論
ぜ
ら
れ
る
。
次
に
浮
る
も
の
は
、
上
に
簡
単
㌃
ぺ
雪
諸
宗
の
蒜
警
蔓
（
掘
）
 
 
 

（
註
∵
）
 
啓
元
の
分
類
は
、
ゼ
ポ
ン
ス
や
ム
ー
ア
の
牧
謹
楯
環
詮
を
特
別
な
る
一
部
類
と
し
て
食
め
て
居
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
 
 

彼
等
め
設
は
禰
環
的
欒
化
の
原
因
を
近
世
の
経
済
的
制
度
の
物
質
的
基
礎
に
見
出
す
諸
詮
と
共
に
第
瓦
章
に
於
て
考
察
せ
ら
 
 

れ
る
。
自
然
の
賜
物
の
諸
攣
動
が
本
来
且
又
自
然
に
景
気
循
環
を
生
じ
な
い
こ
と
は
勿
論
明
か
で
あ
る
。
只
だ
自
然
の
恩
恵
 
 

の
か
ゝ
る
諸
欒
動
の
衝
撃
が
、
交
換
制
虔
並
に
貨
幣
制
度
を
伴
へ
る
近
世
の
資
本
家
的
制
度
の
複
雑
な
る
械
構
に
向
け
ら
れ
 
 

る
限
り
、
英
詔
欒
動
が
場
合
に
俵
て
、
景
気
翼
動
を
起
さ
し
め
た
り
、
成
ほ
欒
吏
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
詮
に
就
 
 

て
別
の
…
分
類
を
し
て
差
寛
が
な
い
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
を
著
者
は
否
定
せ
な
い
、
然
し
左
様
な
分
類
を
す
る
寄
が
有
用
で
 
 

あ
る
と
は
考
へ
な
か
っ
た
。
 
 
 

て
「
資
本
家
的
経
済
」
諸
派
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イ
、
紫
蘇
循
環
の
原
因
と
し
て
の
資
本
家
的
分
配
組
職
 
 
 

ロ
、
景
気
術
環
の
原
因
と
し
て
の
資
本
家
的
生
産
過
程
 
 

叫
、
経
済
的
均
衡
を
妨
害
す
る
衝
動
要
素
と
し
て
の
畿
明
・
蔑
見
及
び
改
革
 
 

二
、
控
麿
的
均
衡
を
妨
害
す
る
衝
動
要
素
と
し
て
の
消
費
者
需
要
の
欒
動
 
 

二
、
「
交
換
経
臍
」
派
 
 

三
、
「
貸
簡
鮮
臍
」
諸
派
 
 
 

イ
、
利
手
歩
合
・
利
細
見
込
率
及
び
物
慣
水
準
の
相
互
関
係
 
 

ロ
、
原
憤
と
償
格
・
利
潤
限
界
及
び
資
本
化
の
相
互
摘
係
 
 

恩
威
術
頃
諦
学
説
の
】
分
域
 
 

（
三
〇
一
）
 
】
一
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




